平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	公明党室蘭市議会

	議員名
	細川　昭広、砂田　尚子、柏木　隆寿

	調査実施年月日
	平成24年1月23日（月）

	調査先　自治体名等
	北海道　旭川市

	調査項目
	「旭川市子ども向け屋内遊技場もりもりパーク」について

	調査目的
	旭川駅前にあった旧丸井今井ビルの有効活用策としてフィール旭川（商業ファッション施設）の6階部分を雪や雨天時にも安心して幼児が遊べる屋内遊戯施設としてH23年9月16日にオープンしたので空き店舗活用策と子育て支援策の両面から調査し本市の政策に活かすため。

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：　３４７，２７５人（Ｈ２３．４．１現在）　　　行政面積：　７４７．６０ｋ㎡

２　視察内容
旧丸井今井（9階建て）閉店によって中心商店街の活気が失われる危険があったが、大型書店が各店舗となりファッション・雑貨・食品テナントが入居しフィール旭川として空き店舗ビルを運営することが決まった。6階～9階部分が空いており活用策がなかったため7階部分に旭川市まちなか市民プラザとして国際交流センターや消費生活センター、展示・交流スペースなどに活用し6階部分を子ども向け屋内遊技場もりもりパークとして活用することになった。H23年9月16日にオープンし無料（会員登録が必要）で遊べる施設として非常に人気が高い。保護者同伴による利用で対象年齢は0歳～小学校低学年までとなっている。利用時間は10：00～19：30までとなっており、親子で来店し子どもと父親はもりもりパークで遊び、母親はゆっくり買い物を楽しむなどができ雪や雨の心配がなく遊べること、ゾーン分けして遊具を設置しており2歳以下の幼児スペースも設けてあり安心して遊べるなど工夫されている。管理運営は指定管理者として札幌のノウハウをもった企業が行っている。

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	旧丸井今井跡地については本市同様に跡施設活用が比較的早く決まったので良かった。本市はヤマダ電機が進出され事なきを得たが中心市街地に大きな空き店舗ビルが存在することは地域経済に多大な影響が出ることを旭川市で改めて実感した。しかし、いまだ8～9階が空きスペースになっており今後の活用策が注目される。以前、滋賀県大津市でもダイエー跡施設を全て市の施設として活用していたが中心市街地活性化には行政の協力は欠かせないと考える。本市も長崎屋中央店の閉店問題を抱えており人口社会の中、民間施設の活用策も真剣に取組むべき課題と改めて感じた。


